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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はエキノコックス、テニア条虫の種分化、分子共進化に関する総括研究である
。
エキノコックス条虫の遺伝子解析成果：多包条虫の地理的遺伝子型、4種類がすべて分布している国はロシアであった
。単包条虫G1について、ペルー、中国、イラン、ヨルダンのサンプルのミトコンドリア遺伝子解析から、中近東が起源
であると結論した。
テニア条虫の遺伝子解析成果：人体寄生テニア条虫3種類のミトコンドリア遺伝子、核遺伝子を比較解析し、無鉤条虫
、アジア条虫2種間での種間交雑、有鉤条虫のアジア型とアフリカ・アメリカ型との間での種内交雑を確認し、条虫の
生殖戦略の一部を証明した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is better understanding of the evolutional aspect of 
pathogenic Taeniid cestodes infections in the world. All four genotypes of Echinococcus multilocularis 
have been exclusively confirmed from Russia. Mitochondrial DNA analysis of E. granulosus s. s. (G1) 
revealed that polymorphism of the gene was prominent in the specimens from the Middle East countries > 
China > Peru, and provided a hypothesis “The ancestral E. granulosus s.s. emerged in the Middle East”. 
Another purpose is better understanding of fertilization mechanisms in cestodes. Comparative studies of 
mitochondrial DNA (1N) and nuclear DNA (2N) genes using the sister species, Taenia saginata and T. 
asiatica, and the two (Asian and Afro/American) genotypes of T. solium sampled from areas where these 
species and two genotypes were sympatrically distributed revealed different types of hybrids. So, it is 
clear that out-crossing occurs in hermaphroditic cestode infections if two or more worms mature.

研究分野： 寄生虫学、感染症学、熱帯病学
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１．研究開始当初の背景 

(1) 研究の学術的な経緯：これまでの基盤研

究（海外学術調査）により、全世界に分布し

ているエキノコックス条虫を 9 種類に再分類

し、世界各国のサンプルを入手した。 

(2) 人体寄生テニア条虫についてはこれまで

の海外学術調査から3種類が同所的に分布し

ている地域を中国とタイから発見した。 

(3) T. solium の遺伝子型がアジア、アフリ

カ・アメリカ型に２大別されるが、アジア、

アフリカ・アメリカ型の交り合いが期待され

るマダガスカルから多数の嚢虫を入手した。 

2．研究の目的 

(1) 地球規模から眺めたエキノコックス条虫

の地理的拡散と起源を探る。 

(2) テニア属条虫の中でヒトへの病原性(嚢

虫症)が知られている有鉤条虫の遺伝子型、特

にアジア型とアフリカ・アメリカ型の接点と

期待されるマダガスカルで入手したサンプル、

ならびに無鉤条虫とアジア条虫が同所的に分

布している地域で入手したサンプルの核、ミ

トコンドリア遺伝子解析を通し、条虫の生殖

戦略を探る。 

 
３．研究の方法 

(1) 難治性、致死的寄生虫疾患であるエキノ

コックス症、嚢虫症を惹起する寄生虫ならび

に近縁種の地球規模でのサンプリングによ

り、各地に分布している寄生虫の遺伝子多型

を集団遺伝学的に解析し、種の起源と地理拡

大の歴史的考察を試みる。 

(2) 遺伝子解析成果に基づき、流行現場での

迅速な遺伝子検査法を開発し、疫学調査に供

する。 

(3) エキノコックス症、嚢虫症患者、患畜の

確認検査法として、これまで展開してきた抗

体検出法の改良、迅速化を試み、疫学調査に

供する。 

 

４．研究成果 

(1) エキノコックス条虫の遺伝子解析成果：  

① 北半球に分布している多包条虫（タホウ

ジョウチュウ）の遺伝子地理的多型、4 種類

の遺伝子型の分布をまとめることができた。

モンゴルではアジア型とモンゴル型の 2 型

が、ロシアにはこれら 2 型以外に北アメリカ

型、ヨーロッパ型のすべての型が分布してい

ることを確認した。 

② 地球全域に分布している単包条虫(タンホ

ウジョウチュウ)G1 について、ペルー、中国、

イラン、ヨルダンのサンプルを用い、ミトコ

ンドリア遺伝子を解析した結果、種内変異が

最も多いのが中近東であり、中近東が起源で

あると結論した。今後は北アフリカ(エジプト、

スーダン、エチオピア)のサンプルの解析が不

可欠である。旧約聖書の出エジプト記から推

測すれば、アフリカにさらに歴史の古い単包

条虫が分布していて不思議ではない。 

 

(2) テニア条虫の遺伝子解析成果：人体寄生

テニア属条虫(有鉤条虫、無鉤条虫、アジア条

虫)のミトコンドリア遺伝子、核遺伝子の比較

解析から、無鉤条虫、アジア条虫 2 種類の間

での種間交雑が、また有鉤条虫のアジア型と

アフリカ・アメリカ型との間での種内交雑を

証明し、条虫の生殖戦略の一部を確認した。 

① 無鉤条虫、アジア条虫 2 種類の間での種

間交雑：タイ、中国で 2 種類が同所的に分撫

している地域で採取された個体のミトコン

ドリア遺伝子(1N)と核遺伝子(2N)の比較解

析から異なるタイプの種間交雑を示す個体

を少なからず発見した。 

② 有鉤条虫の種内交雑：上記①で種間交雑

を証明したことから、種内交雑は当然予測さ

れることであった。マダガスカル各地のブタ

から採取された多数の嚢虫のミトコンドリ

ア遺伝子と核遺伝子の比較解析から、アジア

型が優勢であること、アジア型とアフリカ型

の交雑個体を発見した。 

③ アフリカ、エチオピアに分布しているテ

ニア科条虫の遺伝子解析成果: エチオピア



のハイエナ、ウシから採取されたサンプルの

遺伝子解析から、エキノコックス属条虫、新

種と予測される種を含むテニア属条虫を発

見した。 

 

(3) 技術改善と流行地での疫学調査 

血清検査、遺伝子検査法の改善を試み、中国、

インドネシア、タイ、モンゴルでの疫学調査

に導入した。 
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